


 

  

 最初に、私どもの農場は、岡山県の中でも、北西

部、いわゆる広島県と鳥取県の県境の新見市にあり

ます。 

 非常に雪の多いところですが、新見市の面積は 7

93 平方キロメートル。中国山地の脊梁地帯に属する

ために非常に起伏の激しい地区でもあります。 

 その中で山林の占める割合が約 86％、また、耕地

面積はわずか 4.3％ということで、ほとんどが山林

に囲まれている地域です。高齢化も進み、中山間地

域の典型的な過疎地帯といえます。 

また、一方でカルスト台地ということで、非常に

石灰岩が多く、有名な井倉洞もあります。 

 また、平成 14 年に新見市が全国に先駆け、市長

選と市会議員選挙が同時にあり、その際、電子投票

を日本で初めてやり、話題になりました。また、新

見市は、光ファイバーも各家庭にすべて配線し、い

ろいろな高速通信ができるような環境づくりを行

っています。 



    

 また、特産品としては、蒜山の焼きそばや津

山のホルモンうどん、日生のカキやいろいろな

Ｂ級グルメもたくさんあります。そんな中、私

どもの千屋牛は商標登録を受けた地域のブラン

ド商品になっています。 

 チョウザメ、キャビア、ピオーネ等々と並び、

Ａ級グルメという誇りをもち前面に打ち出し、

今年に１度の A 級グルメフェアを当地内で開催

し、PR活動を進めています。 

キャラクターの「チーモくん」というこの牛

も、新見のシンボルマークになっています。 



 

我々の当牧場はどういう位置にあるかという

と、新見市から南のあたり、哲多という地域に位

置しています。 



 

その哲多地域の中で、ここに写っているのは当

牧場の第１の全景です。赤で囲っているところが

このたび太陽光発電システムを設置した牛舎で

す。下のほうの赤い屋根は哲多町の堆肥センター

で、白い屋根の哲多和牛牧場の全体面積は約３ha

あります。 



 

また、この哲多和牛牧場の中には、第１農場、第

２農場、また第３農場と、３つの農場があり、１月

末現在の頭数は 1,394 頭です。全体的には 1,500

頭ぐらい飼養できます。表をみると、和牛ですが、

乳雄と明記し、生協さん向けの委託肥育で、現在、

若干 73頭ほどいます。 



 

 その中での労働力は、社員が 15 人、平均年齢は

約 37.1 歳で、私と女房を除くと 32.8 歳、非常に若

いメンバーたちが農場を支えてくれています。 

 この若い人たちの中には、「地元健康の森学園」

から来ている、いわゆる知的障害者の方もいます。

これから社会に復帰してやっていこうという子た

ちに、私どもの職場でそういった環境の場を与えて

社会復帰を促しています。非常に若い集団ですか

ら、切磋琢磨しながら、非常に活気のある農場だと

思います。 

 また、私どもは、持ち株制度ということで、それ

ぞれの社員が１株ずつ自社の株をもっていて、従業

員ではなく自分たちが経営者だと認識を持たし、当

然、利益が出れば配当もします。そういった中で、

経営者になった自分たちの農場の経営状況、また

は、農場のいろいろなことを把握して、自分たちの

仕事として受けとめてやっています。 



  

 その中で、地域内一貫生産ということもあり、岡

山市場における子牛の導入状況が載っています。私

どもの県の市場は年間で 2,800 頭前後、平成 22 年

が一番多い年で 2,900 頭と、このぐらいの数字のも

のが久世の市場に出ています。その中で、我々の地

域阿新管内では、その地域で合計が約 2,900頭です

から、大体 500 か 600 頭ぐらいです。 

 割合は、表の右のほうに①対②、①対③、③対④

とありますが、みてみると、①に対して②は 21％の

ものが阿新管内から出ているとわかります。 

その阿新管内から出ている牛を哲多和牛牧場が導

入しているのは、平均すると 9.4％ということです。

阿新管内から出ている牛をまた私どもが購入して

いるのが 30％を上回ったことで、いわゆる地域内一

貫生産体制というものがみてとれます。 



 

 それぞれの共励会等で、中国５県の共励会に出ま

したが、去年の 11月 21日開催の枝肉共励会では、

枝肉成績において最優秀賞をいただきました。 



 

また、県の枝肉共励会においてもこの阿新管内の

いわゆる千屋牛が、１席から４席まで上位を独占し

ています。惜しくも私のところは２席、４席でした

が、雌の部においても、非常に阿新の肥育成績が評

価されているとみてとれます。 



 

 また、千屋牛の歴史ということ。今から 179 年

ぐらい前、太田辰五郎さんが千屋のほうに牛馬市場

を始めて、竹の谷蔓牛をもとにし、日本最古だとい

われています。 

 昭和天皇も千屋に足を運ばれ、碁盤乗りをされて

いるところをみられたことがあります。非常に調教

にすぐれているというのが昔の役牛で、千屋牛の最

初の竹の谷蔓牛を生んだもとになっています。 



  

これが地域団体商標登録、千屋牛で、平成 19 年

６月に取得しています。地域商標登録は、平成４年

度に、ＧＡＴＴ・ウルグアイ・ラウンドの合意によ

り、貿易の自由化、段階的な牛肉の低迷ということ

がありましたが、その中で和牛を売っていくために

は、どうしても何か、価値観のある一般的に流通し

ていないものでないといけないということで、安

心・安全をアピールしました。 

 また、そういった特別な牛の生産、いわゆる消

費者ニーズに合った安心・安全な牛肉生産をしてい

こうと、ブランド化を始め、千屋牛のブランド化推

進事業を立ち上げました。現在の千屋牛の振興会で

す。千屋牛というのは、「せんやぎゅう」とよくい

われますが、「ちやぎゅう」が正しく、現在ブラン

ド化を図っています。 



 

これが５つのコンセプトです。優良和牛、健康牛、

安全牛、安心牛、信頼牛といったこの５つのコンセ

プトをもって現在飼育しています。 



 

では、信頼牛とは何かということですが、この

中の枠を組んでいるところ、右側のほうが青いカ

ーフハッチ。また、グリーンのところがこのたび

草地林地一体的整備事業でやったところです。そ

の中に太陽光発電システムもあり、ビニールハウ

スとかカーフハッチ等については、私のところで

独自でつくった施設です。 



 

 その中で、このようなカーフハッチというと、

親子早期分離方式といって、平成７年から８年に

かけて、最初に取り組んだこのようなカーフハッ

チ方式でありますが、親と子牛を一緒につけてい

ると、子牛は免疫力が低いため、病気にかかりや

すいということで、そういった環境をなくするた

めに、親子早期分離方式というものを平成７年ぐ

らいからやり始めました。 



 

 その中で、酪農大学とか農業大学を出た若い女の

子たちだけで、こういった子牛の管理をしていま

す。72 時間ほど哺育管理をして、徹底した消毒を

した育成牛舎に移ります。この育成牛舎の中でも、

今まではこういうカーフハッチで、ひとり暮らしで

温かく厚くもてなされていますが、90 日目に卒業

したら、育成牛舎、団体、集団の中に入っていくわ

けです。そのときには非常にストレスが多く加わ

り、免疫力の低下により疾病等を併発してきますか

ら、牛舎の徹底した消毒を行っています。 



 

ＷＣＳ（ホールクロップサイレージ）、ＳＳと書

いているのはストローサイレージです。まだ全国

的にはあまりやっていないでしょうが、稲わらを

ホールクロップサイレージと同じ形で、地域の農

家の方から買い取ったものをすぐサイレージに

します。そういうところに稲わら、またはエコフ

ィードの給与等の地域の資源を、有効に利用した

飼育体系で現在やっています。 



 

 また、林地残材を利用した敷き料で、新見市循

環型木質バイオマス活用推進協議会を立ち上げま

した。私どもは 86％が林業で、ものすごく木材価

格が下がったことから、非常に林業業者が苦労し

ていました。 

 その中で、また林地残材もたくさん出て、非常

に環境によくないというがあり、21 団体が集まっ

て、こういったものをうまく利用できないかと、

バイオマスの推進協議会を立ち上げました。私は

今、会長で、林地残材を有効に使った環境整備も

やっていて、年間 8,000 トンぐらい木材が使われ

ます。 

 要らないものがおがくずになり、おがくずにな

ったものが今度は堆肥化されます。地域の耕種農

家の土壌の蘇生化を図り、健全な土壌をつくって

いるといった循環型を現在地域では行われている

ということです。 



 

 これは第３農場の放牧風景です。５月から 11月

までは昼間放牧、昼夜放牧をしています。11 月以

降は舎外で飼っていますが、子牛の場合、周年放牧、

いわゆる１年中、放牧をしてみようかという試みも

現在やっています。 



 

また、ＩＴというのも非常に普及していて、私ど

もの農場も、監視カメラ、携帯に分娩予知したら情

報が入ってきて、分娩の事故を防ぎます。種つけで

は、発情したら、その時期がきたのがわかり、１年

１産を現在クリアしているという状況です。 



 

若い集団が多いということで、その中で、毎月、

１ヵ月に１度は経営または技術検討会を行ってい

ます。ミーティングの場で、それぞれの意見や報告、

連絡、相談をして、「報・連・相」という形の中で、

みんなが集まりいろいろディスカッションしなが

ら、経営の方向性や技術の改良を現在行っていま

す。 



 

畜産を営む上で、ふん尿処理というのは、生産性

のないものにお金をかけて畜産の経営を非常に圧

迫する部分があります。そういったものを少しでも

カバーしようと、この建物は公設民営型の哲多町堆

肥センターですが、日量約 30 トンの堆肥が出てき

ます。その堆肥を、鶏と豚と牛、牛が６割、鶏が３

割、豚が１割、６：３：１という比率の中で分類し

た堆肥をつくっています。 

 これは３畜種をまぜることにより、窒素の消失率

が非常によいということで、土壌の蘇生化にも非常

に役立っていると聞き、この堆肥センターも私が代

表で管理しています。秋になると堆肥が足らなくな

るという状況もあります。畜産農家が安心して経営

に打ち込める環境も、新見市が提供しているという

ことで、非常にありがたいことです。 



 

現在、新見市ではこういった資源を有効利用しな

がら、無駄にせず、日本の国というのは資源も少な

いので、資源を有効に使いながら循環型機能の構築

を進めています。 



 

それでは、本来の太陽光発電システムの機器と

いうことで、新見市では、平成 14 から 16年度に、

また、18 年から 20 年度にかけて、草地林地一体

的利用総合整備事業を活用して、施設等を大規模

に増設、整備しました。 

 その中で、私どもは 19年から 20 年度に、総事

業費を 6,500万円ほどかけて、太陽光発電システ

ムをつくっていただきました。 

１割負担というお話がありましたが、市から非

常に手厚い補助金をいただき、実際には５％ぐら

いで済んでいるということです。非常に自己負担

が少なくて済んで、７年もかからず５年以内でも

う償還しています。 

 そういった中で、私はその当時、場長もしてい

ましたが、うちの社長もこれからの畜産は、環境

に優しい畜産を目指さなくてはいけないと考えて

いました。当然、エネルギーというものは化石燃

料等も含めいつまでもあるわけではなく、環境に 



優しい畜産経営をこれから目指していきます。千

屋牛の価値観、環境に優しい畜産経営をしている

という価値観をこれから図っていくことが大事だ

と思います。投資効果的に、果たしてこの太陽光

発電システムが補助金なくしてやっていけるかと

いうと、非常にそこは問題点も残ってくるかと思

います。 



 

 太陽光発電システムの仕組みですが、こちらに太陽

光パネルがあります。太陽光パネルが１番のところに

あり、その直流から今度２番の交流、いわゆる直流か

ら交流に変電するのがパワーコンディショナーとい

うわけです。交流に変えたものを今度は分電盤へつな

ぎ、自分のところで使う送風機とか自動給餌機に使用

します。余った余剰電力を電力会社に売りましょうと

いう形のものです。 

 大体太陽光発電システムというものは、寿命が 10

年から 15 年とかいわれています。いわゆるパワーコ

ンディショナーの能力が、例えば 100％あったもの

が、80、70、50％に下がってくるということです。

これを変換する能力が下がるので、寿命がそのぐらい

といわれています。パネル自体はまだ 100 年近くも

つと思いますが、まだ開発されて 100 年は経ってい

ないのでわかりません。そういうパワーコンディショ

ナーの寿命がそのぐらいだとすると、太陽光発電シス

テムも同じぐらいではないかといわれています。 



   

 また、こういったパソコン処理により、データ管

理はしていますが、この中で毎月の電力量、または

発電量というものが即座にわかるようになってい

ます。 

この発電能力は、ものすごく暑いときはものすご

く発電能力がいいかというと、そうでもないようで

す。ここに示しているように、日射量、発電量とい

うものがありますが、確かに日射量の多い月は発電

量も多いわけで、４月、５月は、まだまだ発電量が

多くなっています。 

 また、電気料金の導入効果ですが、この効果は、

私ども最初の売電契約の内容では 24.3 円で、自分

のところで使って購入する金額は 15.35円、売価が

24.3 円です。これは法が改正する前の平成 20年ご

ろに、日本の畜産では初めてではないかといわれる

ぐらい早く設置しています。 

去年新たに変わり、42 円ぐらいに現在なってい

るはずですので、ものすごく大きな差があるわけで

す。 



 これは前につけた方も、42 円で買っていただ

けるようなシステムができれば、本当にありがた

いわけですが、今は差額だけを売っています。 

本当は売電したものを、買うものは買いましょ

うと、できたものを売れば、非常にまだまだコス

ト的にはものすごい差があります。計算すると、

417 万円ぐらい逆にもうかるのではないかとい

う気がしていますが、今のシステムは変える必要

があるのではないかと思います。 



 

 今後の方向性と課題ということで、現段階の太陽

光発電システムは、やはり投資効果はかなり高いと

いうこともあり、私どもの牧場ではそういった補助

事業がなければ、なかなか実現しなかったことだと

思います。 

また、昼間の電力量需要のピークは緩和できる一

方、夜間や天候次第では発電していないということ

も課題が残ってくるかと思います。 

 コスト当たりの発電電力量を考えると、畜産分野

での導入・普及というのは、非常にまだまだ乗り越

える部分があるのではないかという気はしていま

す。多くの電力消費が伴う畜産経営は、太陽光発電

に限らず、再生可能エネルギーに関する取り組みが

いずれ重要になってくるだろうと思っています。広

大な屋根を有する畜産経営は、導入対象の格好の的

ではないかと思いますので、今後、そういった太陽

光を導入しての取り組みは、これから非常に重要に

なってくるかと思います。 



 

最後になりますが、当牧場が考える今後の畜産経

営は、企業として存続するということが非常に重要

です。企業というのは、存続することに価値がある

といわれています。そうでなければ、若い世代に引

き継ぐことができる安定した魅力のある経営であ

り続けなければ、若い者もついてこないわけです。 

 また、次に環境に優しい経営です。当牧場ではこ

の点を以前から前面に出して、地域の林地残材、お

から等のエコフィード、太陽光というクリーンエネ

ルギー、堆肥に代表される資源の循環型機能の構築

に取り組んでいきます。また、放牧による景観保持

など、限りのある資源を有効に利用して、引き続き

地球環境に優しい経営を今後も目指していきたい

と考えています。 

次に、安全でおいしい生命資源の生産に努めたい

と思っています。資源の乏しい日本にとって、畜産

は非常に貴重な動物性たんぱく質を供給するもの

であり、少しいいかえると、やはり生命産業です。 



皆さま方の人類の命を預かっている第１次産業

であり、非常に大事な分野ですから、これからもそ

ういった生命産業というものを維持し、続けていき

たいと思っています。 



 

 

これからは、将来的には自分たちでつくったもの

を自分たちで売っていくという形の取り組みとは非

常に大事だと思います。私どもは、先月 28日に中四

国農政局から地域の資源を活用した新たな新事業創

出を促す６次産業化の認定を受けました。新たな出

発をしていくわけですが、その中にもエコフィード

を使った飼料を給与した、新たな牧草の直送便とし

て、皆さま方によりおいしい、より安全な商品をこ

れからブランド化していきたいと考えています。 


